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【
資
料
紹
介
】
東
海
道
大
磯
宿
小
嶋
本
陣
の
「
記
憶
簿
」 

富
田 

三
紗
子
（
当
館
学
芸
員
） 

荻
野 

龍
子
（
元
古
文
書
解
読
ク
ラ
ブ
会
員
） 

 

一 

は
じ
め
に 

大
磯
町
郷
土
資
料
館
（
以
下
、
当
館
）
は
、
江
戸
期
に
大
磯
宿
の
本
陣
を
務
め
た
小

嶋(

１)

本
陣
の
古
文
書
群
を
所
蔵
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
内
、
寛
政
一
二
年

（
一
八
〇
〇
）
の
「
記
憶
簿
」(

２)

を
紹
介
す
る
。 

こ
の
資
料
は
、
『
大
磯
町
史
』
に
コ
ラ
ム
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
り(

３)

、

大
磯
宿
に
三
軒
あ
っ
た
本
陣
の
い
ず
れ
を
、
ど
の
大
名
が
定
宿
に
し
て
い
た
の
か
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
、
体
裁
が
武
鑑
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
大
名
の
名
称
が
書

か
れ
た
両
脇
に
、
石
高
と
藩
名
、
江
戸
屋
敷
の
所
在
地
な
ど
を
記
し
、
槍
印
と
荷
印
が

絵
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
。 

大
磯
宿
小
島
本
陣
資
料
に
つ
い
て
は
、
大
磯
町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
〇

年
（
一
九
六
五
）
か
ら
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
か
け
て
断
続
的
に
翻
刻
集
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
が
、
寛
政
一
二
年
の
「
記
憶
簿
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
視
覚
的
描
写
か
ら

か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
初
め
て
そ
の
内
容
を
活
字
化
し
て
公
表
す

る
こ
と
と
な
る
。
本
資
料
は
大
磯
宿
の
三
本
陣
の
力
関
係
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
同
時

期
に
作
成
さ
れ
た
「
寛
政
武
鑑
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
名
研
究
に
も
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
資
料
が
広
く
活
用
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 注 （
１
）
「
小
嶋
」
の
表
記
に
は
「
小
島
」
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
「
小

嶋
」
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
資
料
群
名
と
し
て
は
「
小
島
」
が
採
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
資
料
群
名
を
表
記
す
る
際
は
「
小
島
」
を
使
用
す
る
。 

（
２
）
大
磯
宿
小
島
本
陣
資
料
六
一
、
法
量
一
七×

一
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

（
３
）
大
磯
町
編
『
大
磯
町
史
』
６
通
史
編
古
代
・
中
世
・
近
世
、
大
磯
町
、
二
〇
〇

四
年
、
三
一
二
頁 

 二 

表
紙
・
凡
例
・
集
計
・
裏
表
紙
の
解
読 

「
記
憶
簿
」
に
は
、
三
丁
裏
に
凡
例
が
記
さ
れ
、
本
編
の
末
尾
（
二
六
丁
裏
か
ら
二

八
丁
裏
）
に
作
成
者
と
集
計
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
表
紙
、
裏
表
紙
も
含
め

て
、
そ
れ
ら
の
本
編
以
外
の
解
読
文
を
掲
載
す
る
。 

 【
一
丁
表
・
表
紙
】 

 

寛
政
〔
十
二
カ
〕
庚
申
年 

記
憶
簿 

夏
六
月
吉
日 
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【
三
丁
裏
・
凡
例
】 

 

 

■ 

城
持
之
御
方
様 

△ 

国
主
御
方
様 

□ 

城
格
之
御
方
様 

ト 

外
様 

フ 

御
譜
代
之
御
方
様 

 

● 

御
定
宿 

ヲ 

尾
上
定
宿 

イ 

石
井
定
宿 

 

※
符
号
の
色
は
写
真
参
照
。 

 

【
二
六
丁
裏
～
二
八
丁
裏
・
集
計
な
ど
】 

相
陽
大
礒
宿 

御
本
陣 

小
嶋
才
三
郎
周
幹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

書 

同
才
三
郎
倅 小

島
悦
蔵
周
政 

--- 引
〆 

東
海
道
御
通
過
御
通
行
候 

 
 

 

御
大
名
様
方 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

 
 

 

弐
拾
六
領 

御
出
入 

此
内
御
定
府
も
有
之
候 

三
軒 

惣
〆 

弐
百
五
拾
八
領 

御
本
陣
有
之
候 

外
六
領
ハ
御
本
陣
無
之
候 

〆
弐
百
六
拾
四
領 

右
寛
政
十
二
年 

庚
申
六
月
ゟ
七
月
朔
日 

迄
ニ
書
出
申
傳
物
也 

--- 御
大
名
様
方 

都
合
弐
百
六
拾
四
領 

内
百
四
拾
三
領
御
出
入
● 
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此
内
七
領
カ 

内
、
壱
領
ハ
八
分
ハ
〔
朱
書
〕
●
〔
朱
書
こ
こ
ま
で
〕
な
つ
印 

 

百
四
拾
三
領
之
内 

奥
御
大
名
様
方 

六
拾
四
領
〔
朱
書
〕
●
〔
朱
書
こ
こ
ま
で
〕 

引
〆
東
海
道
被
為 

遊
御
通
行
候 

御
大
名
様
方 

七
拾
九
領 

御
出
入
● 

尤
此
内
御
定
府
之
御
方
様
も
有
之
候 

--- 

 
 

 
 

 

ヲ 

七
拾
六
領 

御
出
入 

 

 
 

内
五
領
カ 

七
拾
六
領
之
内 

奥
御
大
名
様
方 

弐
拾
領 

引
〆
東
海
道
被
為 

遊
御
通
行
候 

御
大
名
様
方 

 
 

 
 

 

ヲ 

五
拾
六
領 

御
出
入 

此
内
御
定
府
も
有
之
候 

 
 

 
 

 

イ 

三
拾
九
領 

御
出
入 

 

内
弐
領
カ 

三
拾
九
領
之
内 

奥
御
大
名
様
方 

拾
三
領 

 

【
三
五
丁
裏
・
裏
表
紙
】 

         

大
磯
宿 御

本
陣 

小
嶋
氏 

 

三 

本
編
の
解
読 

四
丁
表
か
ら
二
四
丁
裏
ま
で
が
本
編
と
な
る
。
体
裁
は
写
真
の
通
り
で
あ
り
、
本
稿

で
は
よ
り
内
容
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
、
後
述
す
る
記
載
に
従
っ
て
表
に
ま
と
め

た
。
な
お
、
表
に
は
参
考
と
し
て
姓
と
諱
を
追
加
し
た
。 
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写真 4 丁表 

表との対照 

符号 2 

● 小嶋本陣を定宿とする 

ヲ 尾上本陣を定宿とする 

イ 石井本陣を定宿とする 

石高 

国名 

藩名 

名 

符号 1 

■ 城持 

△ 国主 

□ 城格 

ト 外様 

フ 譜代 

上
屋
敷 

中屋敷 

下屋敷 

槍印 

荷印 

【表凡例】 

・石高は算用数字に改めた。 

・符号１には符号ではない表記もある。 

・亀甲括弧〔〕は執筆者が付した内容。 

・名の表記は原則としてそのままであり、

実際には相続されている場合もある。 

・-は空欄を示す。 

・振り仮名がある場合は/の後に表記した。 
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